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◆門司港・小倉港・洞海港の位置と臨港地区・港湾区域

○北九州港は明治時代より「外貿の門司港」「内貿の小倉港」「鉄・石炭の洞海港」として発展。

○北九州市誕生を契機として、昭和39年(1964年)に3港が統合され北九州港が誕生。

○陸域となる臨港地区は全国2位（3,705ha）、水域となる港湾区域は全国4位（17,638ha）。

○アジアに近い地理的優位性、交通の結節点、ものづくり産業の集積などの特長を有する。

◆北九州港と東アジア主要都市
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（令和3年10月20日現在）
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１ 北九州港の歴史と特長
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２ 北九州港の主要施設



・港湾施設は、船舶が通航する航路や泊地と、岸壁や荷さばき地や荷役機械等の施設に
加え、緑地等から構成され、港湾施設数は、市内全域に約１５００施設。

３ 港湾施設
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４ 貨物取扱量（海上出入貨物）

在来船 39,334,444ﾄﾝ / 39.1% フェリー・RORO船 53,830,184ﾄﾝ / 53.6%

輸送手段別 取扱貨物量の割合

合計 100,411,538ﾄﾝ

コンテナ船 7,246,910ﾄﾝ / 7.2%

主要港の取扱貨物量

その他 42.4%

コークス 12.4%

鋼材 16.0%
金属製品 10.8%

金属くず 10.5%

ゴム製品 8.0%
その他 21.8%

非金属鉱物
2.1%

化学薬品
2.8%

LNG 8.3%

鉄鉱石 28.7%

石炭 36.3%

品種別海上出入貨物

単位：百万ﾄﾝ

輸出 輸入

7,033,592ﾄﾝ

22,707,838ﾄﾝ
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約１億トン

※ 在来船：コンテナを使用せず直接船舶に貨物を積む船舶
※ RORO船：貨物を積んだトラックやシャーシ（荷台）ごと輸送する船舶



東南アジア航路
８航路３２便/月

韓国航路
８航路４４便/月

３４航路１５０便 /月の豊富な国際定期航路が就航

（内航フィーダー船も神戸航路を中心に多数就航）

中国航路
１６航路６６便/月

台湾航路
２航路８便/月
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５ 定期コンテナ航路

緑矢印：国際コンテナ航路
青矢印：内航コンテナ航路

令和４年１１月

日本海航路就航


